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　　　　　　　　　回　　顧　　十　　年

　　　　　　　　法難響皇師水s＋鳳

　1．前　言私がL月世界族行「といふ天文小論を護んだのは，今から

四十絵年前のことである．中品生時代にL初等教育小天文學「」普通天女學「

L地球の過去及び未來「L地球と彗星との衝突「等を談んで，星に憧れ始めナこ．

それからし星學■L天界の現象「天文學大意を手にしし高等天文學nは難解で今

に読み下せない．一戸博士の著書数部に手をつけ，明治四十年九月にL星座

早見「が出版されナこので，これと天

と首引きで，星座を畳え，新撰恒星

圖で星の名を記憶する様にしナこ．明

治四十三年ハレー彗星が七十除年振

りで，現はれナニので大に天文熱を高

め，日本天文學曾に入會しナニ．藁葺

はL天文月報「第三巻が稜刊されつ

、あっtので，第一巻，第二巻を購

入し，苧績き今日迄讃んで，年々製

本して，書齊にL天界「と二郷って

光彩を添へて居る・

　2．天文同好倉創立頃の思ひ出で．

大正九年七月頃であったと思ふが，

大阪侮日新聞紙上で，天文同好會が近々創立され，機闘雑誌が留袖されると

いふ記事をナこ見ので，早速會員にならんとて申込んだところ，何の昔沙汰

もないので，自然と忘れて居たところ，一日古川龍城といふ人から手紙が

來た．古川とは知らない人だが，宛名が水野千里としてあるから開封しナニ．

　ところが，それが天文同好會創立の趣意書であった．嚢起人は山本一清

博十，古川龍城外数氏である．

　九月に京都大學で創立繕會が開かれる就いて，御案内を受け誠に恐縮し
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ナこものである．

　十一月になって，山本博士から岡山地方で，天文講演會を催しナこいから

斡旋してくれといふ，御手紙を受取つたので，早速奔走しナこ結果，二十一

日から岡山市内六日，岡中，吉備商，市立商業等で，講演會を開くことに

なつナこ．此庭に一つ七つナこことが起つナこ．それは岡山騨に山本博士を出迎

へても，相互に顔を知らないといふことである．一思案の上，國旗にL天nの

字を書いて振ることにしナこ．時刻になるとプラットホームに出て，旗をかざ

してあちらこちらと探して居ると，L貴方が水野さんであるか「と，一紳士に

よぴ止められナこので，山本先生でありますかといふと，さうてすと………

時間に鯨裕があっナこのと，先生は岡山へ初めてゐらっしやつナこのであるか

ら，天下の名園後樂園へ御案内致し，茶店に憩ひ御見團子を食べながら物

語って居ると，先生はトランクからし天界第一號「を出して示されナこので，

拝見しナこ．盲は蛇に恐れすとか，私が投書しナこし天文と族行コが第九，十頁

に載せられて居ずこのを見て胸を躍らせナこ．會員名簿を見ると門戸縣の部に

は二名しかなかつナこ，私と’es一一人は石井峰男といふ廣算計人であっナこ．そ

れから宅へ御案内しナこが，五女が生れて十日ぶりであっナこので，御宿をす

ることが出來す，近所の高等下宿へ泊って頂くことにし，三日間の講演會

は日々盛會で，十絵名の會員を新に得たことは幸先よしと，先生と共に大

に喜んだのである．それから年内に會員が四十二名に達しtこことは，意想

外であっナこ．

　3．支部第一號　山本先生が蹄洛されると間もなしに，十一月二十四日

附で岡山支部が置かれ，私は支部幹事を囑託され今日に及んで居る．支部

としては，eg一一に會員を募集することであるので，會ふ人毎を勧誘して，

大正十年末迄に通計一百五十八名を得て，天文の方面に共鳴者多きに恥い

ナこのである．大正十年一一’国詰高教置旧早牛宮原華氏が，幹事を囑託せられ

ナこので，大に力を得て，毎月第二の土曜日にL天界研究會「を開くことにし

て，昭和二年宮原教授が海外研究員として渡英される迄これを績け，支部

の磯展，天文の研究に相當の成績を學けたものである．

　大正十年一一fi十五日岡山縣肚會課主催でL時の展覧會「が催されたので，
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京大から諸種の出品物あり，支部からも天文に帯するものを出品しt．十日

には，支部聴罪式を行ひ，新城博士はL時について■山本博士はL太陽系の

未知星「と題し講演され，十六日には，山本博士はL星座の話「，私はL天球

について「講演しナこ．

　年々鐵回支部例會を催し，天文講演　天刑観測を行ひ，岡山支部通信は

数年間L天界「雑報瀾を賑はしナこものである．

評議員が本部に置かれたときに，宮原幹事と私とは何れもその一人となつ

ナこ．三吟は千早の會員を募集した廉を以て，會則によって名轡會員に推薦

されナニ．私の十年聞に取扱つナこ新入国者は二百六十七名である・

4．天文豪第一號．天文同好會が，地方に民衆的天文豪を設置せんと計書

しナこのは，創立當時からである・大正十年一月に新城，山本爾博士を迎ヘ

ナこ時に，岡山支部に封して，山本博士は岡山附近は氣象歌況が，天文塁の

位置として頗る適切であるから，大に設置運動をする様にと漿められ，天

界紙上に於てもし岡山天文豪「を標語として，大に野卑に努められナこもので

ある．私は新聞に，雑誌に，著書に，講演にその必要を述べたものである

が，それに報いられて，大正十五年十一月二十一一一　H倉敷天文墓創立記念式

を墾行ずることを得た．これは倉敷市素封家原澄治氏の出資によるもので

ある．開所以下毎月第一，第三の土曜日を公開日とし，天文講演及び天艦

齪測を行ひ，其の他の日と錐ども，随時参観を許して居る．大正十五年以

來昭和五年八月迄，公開講演會を開くこと六十五回．侮月一回は連績講演

とし，水野主事これに搾り，第一次短月の天（暦にある星座）第二次太陽系

第三次，星座の話（暦にない星座）第一，二次を終り，目下第三次連勢講

演中である．聯盟一回は天文に満する時事問題を主とし，これが講師とな

った人々は，山本博士，宮原理學士，中村要氏，奥田毅氏，小棋孝二郎氏

私等である．倉敷天文塁の幹部は御承知の通り，憂長は山本博士，名轡皇

長原澄治氏，豪塁壁原理志士，中村要氏，主事は私である．其の外中藤釜

之介琉，小川龍五郎平が種々御世話して下さって居る．殊に小川氏は卒日

天文毫の案内役として活動されて，春秋の好時節には毎月一a千人以上の参

観人に満足を與へ，年々数千人を喜ばせて居られる篤志家である．年々十
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一月には創立記念日の前後に記念式を即行し，天文講演，展覧會，活動篤

眞等を催し天文普及の僻めに努力して居るのである・叉本年から八月に天

文學講習會を開催することに定め，八月十七日から四日聞その第一回が實

施され，山本博士はし實際天文學「，水野主事はL大熊星座と小熊星座■につ

いて講演しナこのである．

　三十二糎の反射望遠鏡で，天幕撮影が開始され，佐々木元一，奥田毅，

小川龍五郎の諸氏が聰れに當り，倉敷天文墓絡葉書第一輯が出版されナこ．

今迄は研究方面に使用されて居なかつtこが，今後荒木健兇氏が攣光星観測

の方面に活動されることになつナこ．

　5．　山本博士と私　山本博士を岡山に御迎へした最初は大正九年十一月

であったが，時の記念日に二回，岡山支部主催講習會四回，倉敷天文塁へ

は年々御迎へして居る．博士なり，博士御夫婦の御宿をしナここともある．

京都に行けば大抵博士の御宅に泊り，御長男進さん，御二男修さんとは大

の仲よしである．叉大正十三年四月には，滋賀縣桐生に先生の御留守宅を

訪問しナこ．博士が東奔西走して，天文農の普及に努めて居らる〉ことはい

ふ迄もなく，岡山騨を通過せらる、苺に電報を頂き，騨に激分身會ふたこ

と数限りなく，他人とは思へす全く親類になって仕舞つた様である．私は

來翰を親族，軍人，知人，天文同好會員等に別って整理して居るが，出本

博士丈けの分を作って居る程手紙の往復が頻繁である．

　6．墨の投稿しナこ新聞，雑誌並に著書　新聞の方は岡山では山陽新報，

中國民報，岡山新聞，大阪の量目新聞，族行中には平中新聞，悪果日々新

聞，小樽新聞等で，維誌の方は天｝9一一第一巻四回，第二巻四回，第三巻二回，

第五巻五回，第六巻三回，第七巻三回，第九巻二回，第十巻二回，（主要な

るもの埋け）．地理教材研究二回，ミカド評論数十回，ミカド六回，其の他．

著書には大正十一年L星の話解熱「大正十二年L太陽の親類めぐり「L星座め

ぐりコあり，何れも大正十二年關東大地震，大火災の爲め紙型を焼き絶版，

L星に憧れてnL星の博覧會コは脱稿．現今執筆中のものL星座かるた「これ

は甘んど出早上り，し星座要覧、には主力を注いで居るもの，L教材としての

天文學、これは小學校の讃本，地理書，理科書にある天文學の教材を解説
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したもので，家庭及び小學校教員諸氏の参考の爲めに筆を進めて居るので

ある．

　7．結　言　私の過去十ク年に於ける天文に封ずる奮闘振りを柳か蓮べ

た．將來の計叢の一一端を述べて結言としう．私の本職は中刃物の敦師であ

るが，経螢野津田教育予想で，本年から職員の停年制を設け，満五十五年

としナこので，學校の方の飴命は三ケ年間しかない．故にそれ以後は天艦望

遠鏡をかついで，全國に天文行脚を試み，至るところで天文講演及び天艦

襯測を行ひ，天文の知識の普及に努めんとするものである・

　倉敷天文憂の利用，天文参考館の完備を期し，一生を天文の爲めに審さ

んとするものである．　　　　　　　　　　　（昭和五年八月二十八日稿）

天文同好會第15回定期維會

　総會は，飢報の如く，創立満十年の記念三賀の催うしと共に，去る十月

十八，十九日，爾臼賑々しく行はれた．

　先づ十八日午後七時，大阪の大毎講堂で記念大講演會．之れには大阪支

部幹事諸氏の御蓋力の賜で，能田理學士のL支那の天文學コ，山本會長のL最

近の天文談「（幻燈使用），會衆約300名．

　十九日は午後2時より花山天文毫で講演，竹田助教授のL星の距離「，山本

會長のしエロスの接近コ．それより協議會に移り，諸般の報告承認の後，去

九月十三日の評議員會の決議に基づき，會費年額を3圓に値下けすること

を満場一致で可決．次で薪役員選睾に移り，拍手裡に山本會長の重任と，

水野副腎長の新任とを可決．其の後，種々，懇談した．此の日，西は大連

と三島，東は濱松から來會者あり．全くの新レコードであった．

　爾日共，花山では展覧會が開かれ，天文墓から字凧の天艦篤眞ネガ数十

枚，それに濱松荒川氏の厚意により，高林氏所藏の時計珍種と，熊本の池

田一幸氏より月の爲眞を多く出品せられナこ・（K：）


